
○専門知識のある外部講師の配置
例）配置基準外の「作業療法士」の配置による職場環境向上など

（提案）潜在保育士リストの作成はできないか？
どうすれば潜在保育士に働きかけが可能となるか？
○潜在保育士に働きかけるポスター等周知物による広報

○コロナワクチン時を例に「短期・一日」アルバイトなど

○台風時等保育集約による「フォロー保育士登録制度」

○退職した（する）看護師への働きかけ

○「タイミ－」のような保育士専門の短期就労サイト

(ｱ)資格取得支援 (ｱ)試験日有休化

【既存の取組】
（児童支援員からのステップアップ時）
・ピアノ指導や試験対策学習の場の確保
・少しずつ責任ある業務への関与を増やす
賃金も大切だが、「やりがいと役割を」
・合格したときの旅費支援（祝い金？）

○奄美大島での保育士試験実施実現

○同じような先輩職を若手・新人のメンターに
【既存の取組】
・高卒者モチベーション維持のため
→同校卒業生を指導員（相談役）に配置
・勤務時間中に試験に向けた勉強時間確保

(ｱ)シニア世代に送迎運転
業務等外回り業務を

(ｱ)市の広報紙・地元紙等
でのPR

(ｱ)施設見学会（複数）

入学者確保にむけて

○中高生の職場体験
機会の増加

○第2新卒・既卒者等
社会人入学確保のため、
「入学時有資格」の
拡充（子育て支援員や
実務経験規定など）

【既存の取組】
・沖縄、離島、福岡等でのガイ
ダンス

○「ナースパワー」のようなサイトの
作成

・島外からだと個別園はよくわからない

○個別園ではなく全体としての発信、活動

・現在ではインターネット求人が当たり前化

○「奄美市で働くことの魅力」発信
・種子島の病院の例（働く環境のPR）

○「すきま時間」を利用できる求人サイト
「タイミ－」 などは、UIターン者のニーズ
にあっているのでは？

凡例 「○・・・ ＝ 会で出された施策提案」 「(ｱ)・・・ ＝ アンケート意見」 「○・・・ ＝ アイデア」 「・いろいろ＝その他意見」

・市の政策を「伝える」ことがまだまだ不十分

別紙


